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副コース
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医療と健康コース
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他学部開講科目

グローバルコース 教職課程コース

先端生命科学特別研究

生命科学プロジェクト研究

産業生命科学特別研究

グローバルコース 教職課程コース

実験動物技術者養成コース 食品衛生管理者養成コース

講義と実験による基盤づくり

専門分野の学びがスタート

より高度な研究能力を育成

卒業研究に取り組む

社会に生かす知識の土台づくり

生命科学と社会科学の融合を学ぶ

インターンシップなども経験

卒業研究に取り組む
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２年次以降の専門的な学修に備え、生物学と化学をはじ
めとする生命科学の基礎を修得。秋学期からは実験科目
も始まり、１年次から実践的な学びに取り組みます。

関心のある分野に応じて主コースを選びます。充実した実験・
演習科目を履修しながら、コースの学びを深めます。

３年次秋学期から研究室に分属。各教員の指導の下、
分属先が専門とする研究分野の基礎を修得し、卒業研
究に向けてより一層高度な技術を身に付けます。

企業と関わるPBLやインターンシップを通して、これま
で学んだ生命科学の知識を社会に活用するための知見
を広げます。また、秋学期からは研究室に分属し、専門
分野の学びを深めます。

４年間の集大成として卒業研究に取り組みます。論文としてまとめ
るだけでなく、口頭発表も行うことで情報発信能力を向上させます。

実験による研究活動や、社会と連携した課題探究活動を行います。
４年間の集大成として卒業論文をまとめ、口頭発表も行います。

主コースを選び、豊富なコース科目から関心のあるものを選択
します。また、企業と連携したPBL（課題解決型学習）なども
導入し、課題発見力や発信力を継続して磨きます。

生命科学を学ぶ上で必要な導入的知識を養い、生物学と化
学の基礎知識も修得。身に付けた知識を伝える力を育成
するため、課題発表やグループ学習を積極的に行います。

□ フレッシャーズセミナー
□ 生物の基礎／化学の基礎
□ 先端生命科学演習1・2・3
□ 実験科目　など

□ フレッシャーズセミナー
□ 生物の基礎／化学の基礎
□ 産業生命科学演習1・2・3
□ 生命科学リテラシー　など

産業生命科学科では人文・社会科学的な素養を身に付けるため、
他学部の専門教育科目を本学科の専門教育科目として４単位まで修得可能。

基礎
専門コース

研究室
生物学・化学の

基礎知識を学修する
コースを選び

専門分野を掘り下げる

３年次の秋学期から分属し、
研究に取り組む

詳しくは
P.11

詳しくは
P.7 

卒業研究テーマ（例）

など

など

●細胞がミトコンドリアをつくる仕組み
●遺伝子情報をもとに
刺さないミツバチをつくる
●腸管の運動制御メカニズムの解明
●ウイルス感染による発病の仕組みを探る

卒業研究テーマ（例）

●卵細胞のバイオロジー、
生命科学と社会の対話

●自然環境を活用する社会のデザイン
●動物にも人にも感染する細胞の生態と
病原性

●脳機能を生み出すシナプスの構築機構

□ 生命医科学
□ 解剖生理学　など

□ 食料資源学
□ 遺伝学　など

□ 環境生態学
□ 微生物学　など

□ 薬理学・毒性学　
□ タンパク質科学　など

□ 食品栄養衛生学　
□ 発酵学　など

□ バイオインフォマティクス　
□ 保全生物学　など

□ 創薬医療ビジネス
□ バイオイノベーション　など

□ 食農文化・政策
□ 農学概論　など

□ 里山生態学
□ 環境経済学　など

□ 健康・医療概論
□ 製薬医療情報　など

□ 農業生物学
□ アグリビジネス論 など

□ 地域環境論
□ 環境アセスメント　など

社会とつながる
実践的な学び

□ 生命科学 PBL（２年次～）
□ 生命科学インターンシップ

□ 国際資源エネルギー論　□ 農業政策　など

生命科学部では、基礎から段階的に力を付けるカリキュラムを設定しています。
１年次は生命科学の入門知識を得る「フレッシャーズセミナー」の他、生物学と化
学の基礎を徹底的に学修。２年次からはそれぞれの学科で主コースを選択し、専
門の学びを探究します。さらに３年次の秋学期からは研究室に分属。先端的な研
究に取り組む中で、高い専門知識と技術を身に付けていきます。

社会的課題の解決に挑む最先端の学び

専門分野へ。基礎を徹底、
１年次は ２年次からはコース選択、
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